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（昭利 28年 U 月造船協会 秋季講演 会 に 於 て 講演 ）

商船，舶殼鋼材重量 の 資料整理 の 一 方法 に就 て

正 員　工 学士 　服 　部　堅 　一

　　　　　　　　　　 Abstract

On　a　nlethod 　of　plotting　the　datas　 of 　the　huU 　steeI

　　　　　　　weights 　for　 c 且 rgo 　 ships ．

　　　By　Ke ロichi　Hattori，1fo9｛rkikS 乃ゴ，ルf吻め er

　 For　the　convenience 　of 　estimation 　for　the　hull　steel 　 weights 　 of 　 cargo 　ships 　 in　the　early

stage 　of　deslgn，　it　is　necessary 　for　us 　to　put　the　 measured 　datas　 of 　actual 　ships 　in　order ，　by

means 　 of 　a　graphical 　form　 which 　is　expressed 　by　a　functional　relatien 　between 　the 　principal

dimensions （L ，　B ，　p） and 　the 　hull　steel 　werght （障）．

　 In　order 　to　get　the　rational 　 relation ，　 the　writer 　calculated 　the　 qualitative　 weights 　 fo卜 41

sh 三ps　of　31slander ’
s　type ，　varying 　the 　principal　dimensions 　systematlcally ．

　 And 　 these 　 results 　 were 　 anaiized 　 as 　 following 　 sequence ．

　　 （1）　Relations　between　W 　and 　L ，　B 　and 　 D

　　　（2）　 　〃 　 　 〃 　 剛 五（B ＋ D ）and 　L ，β and 　 D

　　 （3）　　　　〃 　　　　　〃 　　　　｝VandLxB × 1）

　　　（4）　　　　〃 　　　　　〃 　　　VV 　and 　b工ock 　coefficient ，

　　　 1engtb　 of 　erection 　 and 　frame 　 space ．

　 ．And 　then　it　was 　found　that 　the　hu11　steel 　 weight 　may 　be　espressed 　simply 　in　the　form ：

　　　　　　　　　　　 VP’　・wxL （B ＋ D）

　where 　w 　i3　a　linear　function 　of 　L ，　 and 　the 　 cargo 　 ship
’
s　 datas　 wefe 　 plotted　 graphically 　 in

Fig，（10）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 内　　 　容

　　1　 緒　
．

言

　　皿 　概　　　略

　 皿 基準及仮定

　　Iv　船体各部構造重量

　　V 　総 計 重 量

　　V：［ 主 要寸
’
法 と霓量との 関係

　　刷 　L （B 十 1）） と重量 と の 関・係、

　　田 　L × BxD と重量と の 関係

　　皿 　肥脊係数，船楼有効長及肋骨心距 と重量 との閧係

　　X 　笑船重量 と の 閖係

　　 Xt 結 　　 　言

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1． 緒　　　言　　　　　与

　商船の 初期設計に 於け る船殻鋼材重量摧定 の た め 鋼材重量 と 主 要寸 法 と の 関 係 を系統的 に 調 べ て お く必要 が あ

る。筆者は第二 甲叛を有する三島型重構貨物船に就て基準及仮定を設け主要寸法を規則的に 変化 させ合計 41 隻

に つ ぎ定性的に その 関係を調べ 笑船重量の 資料整理 並 び に 推定 の
．一・

力法 を求 め て み た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II． 概　　　略 　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

船体を構成する各部構造重量 は総 て 面積と 厚さ と比重 と の 桜に よ り求め られ，面｛責ぼ船型 に よ り厚さは構造規
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則に よ り決ると考える こ とが出来る。 今面稜を表すもの を総て L ， B ，　D （夫々 船の長さ，幅，深さ）に て 表 せ ば

LB ，　LP ，　L ：，　B ！，　D2，　IL，　bB，　di） （t，　b，　d は 長さ の 次元を 持つ 常数）が 考え られ る が ，実際に船体の如き構造物

に 於て は B2 ，　D2 ，　BD ，　bB，凌 ） に て表わ されるもの は極く少く主要麟造物の殆んどが LB ，　Lヱ），　L2，　tL て 表き

れ る。従つ て 各部構造物 の 面積を kiLB ，　k！LD ，　lesL！， 島 JL と し それ に 対 応 す る単位面積当 りの 重 さを tv・，　tve，
ω3、 W ・ とすれば　船殻鋼材重量VV”＝ΣWt × kiLB＋Σ吻 ×k！M ＋Σtv3×k3L！

＋Σ W ・× k・IL と近似する こ とが

出来 る。今 Σ Wlkt ． di，Σ 勘 2々 電 β，Σ ω 商 司
γ，Σ W41at ＝ S と すれば

　　　　i7＝ aLB 十βU ）十7“ 十δL ＝（aB 十βD 十γL 十 δ）L とか け
・
る。

　茲 で標準船型を 定め れば面積 の 係数 kk 一 は L ，
　 B，　D の如何 に 拘 らず一定 と な るの で ，　 a ，β，γ，δ は厚さの

み に より変化し面積の 変化 に は無関係 となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （A ）
　 か く して L，B，　D の 系統的 な組合 せ を と る と

　　　　 泌 雷 （αiB 十β，D 十γtL 十δt）L

　　　　 恥 ＝（α 28 十 β！D −←7eL 十 δ！）L 　　　　　　　　・　　　　　　　 　rM “

　　　　列乙』
＝（a 謁

B 十 β”
o 十 7nL 十 δ

％）ム
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 f

が 得 られ る。

　今 略 を分 り易 く図解すれば第 1図 （A ）の 如 くなる。

　本図 よ り面積 と単位面積当 りの 重さ との 合理的 な分離方

法 は 色々 考え られ るが a ，β，7，δ は 夫 々 L ，B ，
　D の 函数

とな り何れ も複雑とな る ので簡単に （B ）図の如く面穰 と し
’

て L （B 十 D ）を と り WIL （B 十P ）＝ W を平均単位面積当

りの 重 さ と し W が L
， B ，

　D の如何な る函数関係に あ るか

を求め れ ば　VV ＝ W × L （B 十 D ）　 と な る 。

　以下実船に則して L
，
B

，P の 系統的な組合せ を選び ， 構　　　　　　　　　第　1 図

造規則に 基き部材の 寸法 を 走め昏部の 重量を概算 し、以上 の 方針 に 依つ て 整理 した結果を示す 。

m ． 基 準 及 仮 定

皓槹 有飲 最や5覧L

訪
一

← 廿
一

←
一一

一 一 1「 ゼ・

，第 2 図

第 二甲板を有する三島型重構船に つ き標準配置

図及線図を描 き，標準主要寸注を与え大略次 の

仮定に基き各部構造重量を求め た 。

　（1） 標準配置図

　標準配置図 を第 2 図 に 示す。船楼有 効 長 さ

45％ L を標準と し ，他 に 35％，55％ の 場台も

定め た 。

’船首尾楼の有効長さは何れも 7．5％ L

と仮定 した。

　（2） 標 準 線 図

　標準線図 を第 3 図 に 示す。 此 の 線図 の 形状は

肥脊係ta　Cb と BID の 変化に 応 じて の み変化す

る もの とす る。
L ． 420呎，　B ＝57ng，　B ！D ＝1．75，

dtDi 　o．80，　Cb ＝ O、710，　CN ＝ O．985 を標準と し

B 船型 とする。 va　B 船型に は BID ＝ 　2．　oe，1・50

の 場合も描い た aA ，　 C 船型は BID．，1．75，

d／1）＝O・80 で σ
。 が 夫 々 0・68，0．74 の場合で

あ る。又 舷弧 は 標準舷弧 と し図 の 高 さ は ゐ 需 420

呎 に於ける もの である 。

　 （3 ） 標準主要寸法
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8 船 型

第　3 図　　（1）
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第　3 図　　（2）

垢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第　3　図　　（3）

　標準主要寸法を系銃的 に 定 め第 1 表 に 示す。吃水は満識吃水線規定 に よ り求 め た 。 寸法 の 単位 は 総 て 呎とす。

　 （4）　船体各部構造及重量の 区分

　 船轂鋼材重量は 第 1表に 掲げ る項目か ら成つ て居 る もの とす る。
　 　 i

　 （5 ） 構材寸法 及構造上 の 規約

　
・構材寸法及構造上 の 規約 は 総て 1951年版 ロ イ ド規則に よ りそ の 要求する最小限の寸法及規約範囲を とつ た 。

　 （6） 溶陵 の 使用範囲

　全溶接船と し総て鋼板の シ ーム ，パ ツ トは 溶接 され，形鋼は釧板に 逆向に溶援 され るもの とする 。 （但 し船底外

板 は シ ーム を鋲構造 と して板厚を求め オ ” ；一ラ ツ プ は無い もの と仮定 した 。）

　 （7 ） 形鋼の断面係数と断面積 との 関係

　形鋼の 断面係数と断面積と の関係を
一

曲線で規定 し た 。

　 （8 ） 甲板聞高さ

　上 甲板 と第 二 甲板間の 高 さ は眩側 で O・125D ＋ 5・125（呎） とし船橋楼甲板高 さは 7．80 呎 ， 船首尾楼甲板高 さ

4よ 7．60 沢 とす る。

　（9 ） 肋 骨 心 距

　肋骨心距は L の一次函数 と し実船 に 近 い 値を 与えた 。 第 1 表 に 示す。
’
（10）．艙 口 の 幅
tt
艙 口 の幅 は O・　380　B とす る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　IV． 船体各部構造重量
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　皿 に よ る基準及仮定 に基き ，構材寸法 を求め各部構造項 目の 面讀又は 面積曲線に板厚又 は板厚分布を乗 じて ，軍

量 を計算 し第 1表 に 示 し た 。 何れもその 都度適当な仮定 に よ り求 め た の で あ る が，各項 目に つ い て の 面積 又 ば 面穣

曲線並 に板厚又 は ，板厚分布を掲載す る の を省陥 し第 4 図に船底及船側外板並に 上甲板をそ の要 領 の
一
例 と して

示 しt　
。va外楓 艙内肋骨の 面積曲線並に 艙内隔璧の 面積及板厚に就て は 附記（1），（2），（3）を夫 々 参照 され た い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 v． 総　計 重 量
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各標準主要寸法 に就て第 1表の 各部構造重量の 総計を第 2表 に 示す。

　　　　　　　　　　　　　　　VI． 主要寸法 と重量 との 関係

総計重量を 乙
、
B

，
　 D を夫 々 横軸に と つ て表 す と第 5 図 の 如 くな る。各主要寸法 の 変化に 伴 う婁量の増載が 玳

め られる 。 実船に適用する場合に は 本図よ り各主要寸法 の 単位畏 さ当りの 増減をそ の 船鼓鋼材重量の 百分率で 求 「

め て お くの が 適当 で あろ 5e　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　
’

VII．　 L（B 十D ）と重量 との 関係

　 1，［章の 概略で前書きした如 く， 平均単位面積当 りの 重量 ” 置 W1 乙（B ＋ D ）を縦軸に と り L，　B ，ρ を夫 々 横軸二

｝こ とつ て表 した の が第 6図で あ る 。 本図 よ り

　va ≒ 常数 × （0．575 乙＋ B ＋ cD ）＋ 常数　な る関係を得 た 。 茲 に ‘ は L に 関す る修正係数で 同図中に 与え られ る

もの とす る 。 従つ て第 7図の 如 く 0．575L ＋ B ÷ cD を横軸 に とれば w は直線 〃 とな る 。 こ の場合の最大誤

差 は約 1％ で ある。又第 6 図 に於て B ，1） を
一

定 と して L を 変化させ た場合，その 最大誤差は 約 3％ にすぎ

な い 。 従 つ て W を L の み の 函数である と見敝して十分である 。 即 ち基準に と つ た標準主要寸法の 変化 の 範囲内、

に於ては ，
L の 影響 が 非常に 大ぎ く 0．5ア5　L ＋ B ＋ cD の 代りに L を横軸に とつ て も十分な るこ とが分 る。

　　　　　　　　　　　　　　　 VIII ．　 LxB × D と童量との 関係 　　　　　　　　　　　　　
’

　第 8 図は L ×B × D 即 ち容覆と重量と の 関係を各主要寸法の 変化別に 示す。 本図よ り L × B × D に係数 Ck

を か け て 重量を推定寸る方法 は ，
CA が L ／D ，　 LIB に よ り大ぎく変化す る故その と り方 に 十分注意 しな い と大

きな誤差 が 生ずるこ とが分 る， 此 の場合 の 最大誤差は 20％ 以．ヒに も達する。又船穀重量 の 増加を少くし て船体

容饑を増犬させ るに は，1） を大き くす る 二 とが最も有利で L を大きくするこ とが最も不利 なる こ とが 分 る 。 こ の ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工
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・ と・ ・寸脚 ・ L ・ B ・・ 噸 ・t＄ fcヵ
騨

こ 咢一 争 咢・誓μ ＞ Bi・　・），で・… る

こ と も大ぎな原因となつ て 居 る。

IX． 肥脊係数 ， 船櫨有効畏及肋骨心距 と重壷との 関係

　第 1表 に は L ＝420r，B ＝5ア
’
・Z）騙 33 ！

な る船 体に 就 て （Jb を G・68，（O．71）tO ．74 ；船楼旻を 35，（45），55％
及肋骨心距 を 29 吋，（31・5 吋♪，34 吋 と変化 した 筋 含の 昏 部構造重量 の 変化 を 示 し て 居 る 。 第 9 図 は そ の 総計重

量を図示 した もの で あ る 。

先ず σ。 の 嬲 で あるが σb が齔 する ・ と1・面 認1：二
積 が変化する こ とで厚さに は影饗 しない

。（吃水が僅　　 ’“’

か 変化す る だけで あ るの而 して 第 2表 の 総計重量式　　
4“’e

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 φ ●o
を見るIC　Cb の 変化 は面穫が 乙β に て 表 され る構造

物 に の み影響す る 。 従つ て Cb ＝ O・71 の ときの LB

に閼する面積の修正係数鳶を 1となるように する と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿血 』 噸　　　
”

entaM」 　　　 甑Cb ＝ O・68，0．74 の と き
『
は k＝ O．973，　 i．　029 とな る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 　9　図Ut　k ＝ Cb 十 〇．29 で 近似す る こ とが 出来 る e 従 つ て 顎

章 に 於け る W ＝ 　VFfL（B ＋ D ）を ω ＝躍 1乙（kB ＋ D） と書 き輳 える こ と に 依 り， σb の影響 を表す こ と が 出来 る。

又 こ れ を船殻重量 の 百分率で 表せ ば， Cb が 0・01 だけ変化する と船殼鋼材電量は 0・55％ 変るこ と と な る．J 術

実船の 場合の Cb の 影響に 就て は X 章で述べ る こ と とするが そ の 場合1こ は Cb　O・el の 変化 に 対 し約 O．45％ の

見当に な る。

　次に有効船楼長の 影響 に就 て は 艙驕楼を 工e％ L 延長 しても重量 は船殻鯛材重量の約 1−・t．5％ 増加するに す

ぎない。こ の こ と は船体容積を増大 させ る に は D を 大 きくす る こ と が 最も有効 な る こ とを 思 い 合せ れ ば船橋楼

を長 くす る こ と は容概増大に 対 して有効な方法 で あ る こ．と が分 るe 倫船楼長 55％ の 場合の 重量増加が大 きい の

は艙口の 配置関係と勸路の長さの 影響に よ る もの で 第 2 図の
一般配置図 に よ る 二 軍底，隔壁 な ど の 変 化 に よ る影

響 は 省略 した
。

　次 に 肋骨心距 の 変化は第 1表 に 示す如
・
（外板 と肋骨，梁関係 との 重量の増械が 打消 し合 い 含計重量 1こ は 殆 ん ど

影響 しな い 結果 と な っ た。

1
一

L

剛 　 　町’　 帽 　 　駢 　 ”瓢　 ∬ 畠　 2 ，・」膨 5
’
　　 潟

曜

X ．　実船重量との 関係

　以上 の 如 く基準及仮定 を設け
…
般 に 此 の 種 の 商船の 船穀鋼材重量は ，

一
’＝tv × L （kB 十 D），戴 に ” ＝ 常数 X （0．

575　L ＋ ∂ ＋ cD ）＋ 常 数，　 e は L に 関す る 修正 係数，　 k ＝ Cb＋ 0・29 な る形で表され る こ とが 分つ た 。 然 し以上

求 め た船轂鋼材重量紘第
一
表に 示す項 目に就て の み で 実船璽量 の 約 80％ に 楫当 して 居 る。残 り約 20％ の 軍量

の 主 な もの は上 部甲板．甲板室関係 ， 藻水槽， 肘板関係，台関係，梁柱，船首尾構造等で あ る 。 従 つ て実船の 重

量 を上述 の 函数関係で その まま表わす こ とは面白 くな い の で あ るが，その 資料整理 の 方法．と して は合理 性を失わ

ない と考える。但 し Cb に よ る修正係数 k に つ い て は残 りの 重量は Cb に あ ま り影響 しな い の で ，無関係 と し

て k ＝ o・so　cb＋ e・43 とするの が 適当 で あろ う。 第 7 図は 縦軸 に 1ンF／L （kB ＋ Dl），鳧 電 0・80　C ウ＋ 0．43 を と り横軸

に O．575　L 十 B 十 cD を とっ て実船重量 （A ）との 闔係を示 した もの で あ る。従つ て 糊期設計に 於て 船殻鋼材重量

ttsre定す る場合，我・k　etffi似船の 資料に よ り推定す る の で あ る が 其 の 講造内容が 同一な らば憲 要 寸 法 が 相異 して
　 K 　
も直線 tt’

を基準と して その 重量 を推定す る こ と が出来る 。

　以上は 二 層甲板三島型重構船に つ い て の 考察 で おるが，W 覃 に 述 ぺ た如 く船鍾 に 拘 らず
一
般 t：　tv＝ 　｝YIL（B ＋ 功

を L の
一・

次函数 と して 実船重量 を 点趾 して も十分なわ けで，こ の 方法 で貨物船 の 資料を整理 したの が 第 10 図 で

ある。
” を基準に 夫 々 50，65，80％ 増 しの 鞴 iを引い て お い た が こ れ等 の 線をもとに類似船か ら計画船の 黶

量 を推箆す る こ と が 出来 る。 本図 VC於て 点が ぱ らつ くの は 厚さ W が購造内容，溶接使用度等に よつ て 相異する

わけで，主要寸法の相異に よ る影響は一応問題に な らない と見倣す こ とが出来る 。 従つ て 所謂重 い 船，軽い 船 の

比較 が は つ きりと表われ る こ と に な る。

XI ． 結 言
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　以上の如 く第二甲板を有する三島型重構船に つ き

基準及仮定 を設け 主 要寸 法 を系統的、こ 変化 させ て ，

そ の 船穀鋼材重量に 及ぼ す影響を調べ た 。 又一般に

船殻爾材重量は 者船種別 に 平均単．位面牘当 ウの 重量

と して ，tv＝ 罪 1乙（β十 P）を縦軸 に と り償軸に L を

とれば ” は 大体 L の
一

次函数で 表され既製船 の 資

料整理 の 方法 と し て は そ れ で十分な る こ とを 知 つ

た 。 も と も と船轂鋼材重量 なるもの は そ の 構成要素

が 醍誰で あ り，，又基準及仮定も一般的 で ある と は言

え実船 と大分相異す る場合 も生ずる わけ で ，そ の 定

量 的 な結果は 実際的 で は な い が 定性的 に は大体 の 傾

向が 明 らか に なつ たもの と思 う。

　最陵に本論文 に つ い て 種 々 御指導御鞭躔を賜つ

た ，正員安井次郎氏並に御協力下され た 諸氏に こ こ

で 厚 く御礼申し上げ る次第 で あ り ます。

　附 記 i 外板の面羶 曲線 に就 て

　標準娘 渇に 於 て は 或る一
定 の 横截面 に 於け る形状

’
が 変化す るの は ，Cb と B μD の 影臠 の み で 迩、 る。（舷弧の 影響 は省略す る）従つ て Cb が 一

定 で B ／1）の 1直が 与

え られれば其の 形状は 定 まる 。

　 今そ の 横截面薗線 Po？，t を A 図 の 如く折線 PePt・… 疏 で 近似 して考え

る 。

・−s 匿PsPt ＋ 1：の 賊方向 の 成分を 彿 ， 縦方向の 成分を 7砧 PtPUi と tni と

の なす角を et とする と

　　　 　 R ‘Pi＋ 【
＝〃 霧‘cos θ

‘＋ n ‘
sin 　e

‘

故 に 折線 Pe　Pi’… 瑞 ＝ Σ 槻 COS θ5＋ Σ，’i　sin ”‘

　 今 　tJSs　＝ PiB， 覗
＝

のP 　と お けば

　　　　P。Pn ＝ Σ P−i　cos 　etB＋ Σ　qE　sin 　eiD 　　　　　　　　　
・

　若 し も BID が 一一・
定 な らば 形状 は 定 ま り Σ♪i　COS 転 Σ　qt　sin 　es は 一゚

定 と

な る
． 夫 々 a ，β と お き PePre＝ aB 十 βD の 形 に か くこ とが出来る 。 然 し乍

ら今 の場合は B μ）＝一一
定 と．

飯定 した 故 鼠 ρ を 夫 々 独 立 変数 と す る こ と は 出

来 な い が ，若 し も B／D を或 る範 囲内に 於て 変化 させ た 場合此 の 係数の 変化 A 　 図

が問題に な らなければ其 の 範囲内 に於て B・D を独立変数 と見 倣す事 が 出 来 る。而 して Cb の 変化は C，　 D の

変 化 と は 全 く独立 で 従つ て Cb を媒介変数 と して　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

　研 声α （σb）B 十β（Cb）D の 如く B ，　D の 魏 段の 函数に 表す こ と が出来る 。

　従っ て 今船底外板を舩底 よ り 0・20P 迄 の 外板 と し，　 O・20　D よ り上 甲板迄 の 外 を船側 外板 と仮 定 す る と 船底

外板の 面積曲線は 上述の 如く折線で 近似し上式の B ，D を夫 々

　BfiB ，刀 ≡ 2× 0．20　D とお きか え て 求 め る こ と が 出来 る。同様 に 船側外板 に 対 し て は

渉
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B 　 囓

　B ≡ …B ， ヱ）…≡2x ｛O・　80　D 十a（L ＋ 100）｝として求め られ るb 茲に a （L 十 100）

は 各横截面に 於ける舷弧 の 高さを表わす 。

　第 4 図 の 船底及船側外板面饋曲線は 各横截面 に つ い て か く して 求 め たB ，D

に か か る係数及 L に 比例す る項 と 常数の 面積曲線図 を表 して 居 る 。

　次に B ／D の 影響 で お る が 第3図 の B 船型 に 示す如 く， BID ＝ r が 〆 に

変化した場合の船型を ， 船幡を基準 に と り船型の 任意の 繊蔵面上の
一

点 Pl

・ 騾 恥 … ）・轟 幽 ）《・・ の ・ な ・ も・ ・す … 図鯲

て BtD ＝ r な る ときの 横載面曲線上 の
一
折SkPs　Pt　f1 は 8 μ）＝ 〆 な る とき

疏
’P ’

三＋ 1 に 変化し
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　　　tt・Q，
t
’

＝ 餌 尸 PiB＝ δ，　 Pi＋IQt ＝絢 ＝qtD＝ d な らば

　　　Fl ’Oi＝ mit ＝piB＝b，　 P ’

t＋ iQi
’
　＝ni

’
＝ qtD

’
＝ kd と な る故

　　　PtFt＋ 1り β cos θ‘＋ qiD　sin 　ei は

　　　 k 〆P ’

｛＋ 1＝ptB　cos 　e’
i＋qiD

’

　sin 　eL’

　　　　　　　一 礁 1一 ノ鋸 一

一 森 甜 覊 一 一 一 一 … 一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 す こ とが 出来る 。
C 図は BID ＝ 　1・75 を基

　
120

　 準 と し B ／D ＝ 2．00 及 1・50 の 場合 に 就 て

　　　 　　 d／6＝tanθ
も を変化さ せ て 求めた修正係数

　 LLo　

修 　 　 　 で あ る 。 而 して船体 の 如き船型に 於て e：　B

正
… 　 　 の 係数 が 問題に な る の は

’dlbが 極 く小 さ い

　。9。　 　　場合で ，　D の 係数が聞題に な る の は d／b が

↑　　　 　　　大 ぎい 場合 で あ る 。 従 つ て船全体を考えた

　
゜，e°

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 場合は その 修正量 は 問題 に な らな い （夫 々

一
σ　　　 1・o 　　　 ≧0　　　 3．0　　　 4．o　　　呈 0　　　 60　　　霊0　　　50　　　脅．O　　　 圃，o
　 　 　 　 　 　 　 　 　吻 豊軌 θ．
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E 　 図

1％ の 程度）の で 外板及肋骨の面積曲線に

は βμ） の 影響を無視 し て 考えた。

　2 艙内肋骨面積曲線に就て

　外板 の 場合 と 同様 に 例えば 9番僕截面 に 　1

　　　　於 て ほ D 図に 示す如 く C ゲ 「定

　　　　で Bμ） の 影響 を無視すれば形状

　　　　は 一定 と な り，各折線の 横方向 の

　　　　成分 ttttは B に比例 し縦方向 の

　　　　成分 tli は

　　　　　　訂 謁 〔湎 一∬ 一σ7

　　　　　　　 昌 （1）十 〇．0上07 乙十 1．07）

　　　　　　　　 一
（0．125P 十 5．13）

　　　　　　　　 一
（0．00625L 十 1．00）

　　　　　 ＝ 0．875ヱ）十〇．0044L − 5．06

　　　　　　　　　　　　　　　に 比例す る。茲 に 艙内肋骨の 長 さを図 に 於て Po よ り Pn 迄 と仮定す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　3 艙内曜壁 の 面積並板摩 に就て

　　　　　 D 　図　　　　　　　隔壁の あ る位置 の 艙内隔壁の 面積を標準線図 （B 船型）に つ き総計す る と

4．　332　Bb −　O．0180　BL − 29，03β とな り今迄の 表現方 法 で は 表す こ と が 出来ない の で不合理 で は あるが本式を

　　　　・｛
4332

黙 響
゜圃 3

且 ・藷 ・4・332− 8・L − 29・・3・｝
と し Lo　＝ 4L）O，　 Be＝57，　 A ＝ 　33 を代入 し

艙内轗 の 醺 一五（O．・126・B ＋ 0．294P − 。… 12L − 1・97）と仮定 した ・ 又板瞰 防鮒 の 寸法 は 各隴 と桐

一と し蜆則上 の深さ及長さは何れも中央哄誠面に於け る値な と り，
E 図 に 於て板厚に 対す る 深 さ を で M （ルf は

sT の 中点）1 防es材帳 さを STT とした ． 又防擁材 の 間陥 聡 て 30 吋 と しブ ラ ケ ツ ト式 と した・
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P．　167〜 178 溶接に よる角變化に 及ぼす ス ト ロ ン

グバ ツ クの 影響に つ い て

佐　 倉　　正　
一

O （座 長 ）福 田　烈君 　ど な た も御 質問が な い 様 で あ る の で 私 か ら
一

言趣べ る重に す る。現場にあり乍らこの様な

　厄介な 実験を な され，現在現場で は深く考えない で 行つ て 居 る strong 　back に つ き，研究的な方向づけを さ

　れたの は 大変 よい こ とだ と 思 う。之 か らも続けて 現場 で便 い 易い もの と され る ならば ，益する と こ ろ大と思 う、

　こ こ に著者 に 灯して拍手 を 以て 感謝した い と存ず る ， （拍手）

●

P．179．一．191 商船，船殼鋼材重量 の 資料整理 の 一 方法に つ い て

脹　 部 　　堅 　
一

O 平野　美木君　こ の 論文 で の 計算で は吃水ば どの 様なもの を販 られ た か を同い 度い ，ロ イ ドル ール に よれ．ば ．

　肋骨等の 様に 吃水に よつ て決る構造寸法が あ るか ら お聞きす る訳 で あ る。

O 服部　堅一君　それぞれ の 場合に 応 じ満戳吃水線規程で 許され る最大吃水を と るもの と して 計算した 。

Q 単 野　美木 君　舷弧 の 大きさは如何。

O 服部　as−一君　標準舷弧をもつ と仮定 した 。

O 平 野 美 木 君 第 10 図 に は 三 島型船以 外に 遮浪甲板船 の 点 も入つ て 居 るが ， 之等の 中に は 吃水を ある深 さで

　抑えた 様な もめ で あ る と考え られ る。設計上 の 資料 とす る際，こ の 事 に よ る影響 を考えな け 考しば な ら ない の で

　は ない か Q 　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

O 服部　堅
一

君　実用に当つ ては 点に 船各を記入 して お く等の 方法 を講 じれば，同 じ雛 な条件を 持 つ 船 の 重量摧

　定に は 支障ない と 考 え られ る。

O 平野 箋木君　長さを ベ ース と した外に ，満載排水量を ベ ース と した 図は 試 み なか つ た か．、

O 服部　堅
一

君　やつ て 見なか つ た 。

O 島 　 栄 吉 君 　肋骨 の 軍量計算 の 時に セ レ ーシ u ン に よ る 重量軽蹟 を考 え られ た か。

O 服部 堅一君 全 く考えて 居ない ， 倚肋骨の重量計算に 当つ て は，型錮の断面係数と断面積の関係を
一
曲線で

　規定 した と言 う事をつ け加えて お きた い 。

o 遠山　光
一

君 著者は 寸法に は 英式単位を使われ たが ， 重量 に は 広式単1立を 便われ た様で ある事を確 め て お き

　たい ．，

O 服 都 　堅一君 　確か に 瓲 は 仏式 の もの で k，o る ．t

σ 座長 鰯 山　光一君　今更申上げ る迄 もない が ， 若Jj期設計に当つ て船殻鋼材の 軍量推定は 極 め て 重要なもの で

　二｝，ろ．．こ の 貴重な る論攵は 勿論あ る｛1碇 の 上に 立 つ て の 計算 で は あ るが．手 問の か か る 仕事に 非常 な努力な 傾

　け うれ た成果 で あ ウ，実用 に 当つ て は 爾考慮 を 要す る点 もあ ろ うか とは 思 うが、一応 の 粘論 を与 え ら，1した ゴi獄

　，ξ際に 設計者に 寄与す る所も多大で あ ろ うと考え ら｛しる，（拍于丿
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